
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
多
様
な
市
民
意
見

の
集
約
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
で
は
地
域
の
実
情
に
即
し
た
観
点

で
の
協
議
を
基
本
と
し
、
懇
談
会
委

員
に
は
対
象
地
域
内
の
自
治
会
長
や

地
元
の
商
店
会
長
を
中
心
に
参
加
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
対
象
地

域
周
辺
の
自
治
会
や
医
療
・
福
祉
施

設
、
学
校
関
係
者
、
一
般
公
募
市
民

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
多
様
な
市

民
意
見
の
集
約
を
行
っ
て
い
る
。

生
態
系
な
ど
自
然
環
境
に
配
慮
し
た

※エ
コ
ロ
ｉ
ド
等
を
検
討
で
き
な
い
か

立
花
隆
一
議
員
蚕
聖
①
都
市

計
画
道
路
等
の
道
路
整
備
で
エ
コ
ロ

ー
ド
を
導
入
で
き
な
い
か
。

②
道
路
に
接
す
る
建
築
物
に
屋
上

緑
化
等
を
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
か
。

市
長
①
計
画
段
階
か
ら
工
事
の
実

施
、
そ
の
後
の
管
理
に
至
る
ま
で
自

然
環
境
等
へ
の
配
慮
は
必
要
で
あ
り
、

今
後
も
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

負/~二賑

一覇
当
事
者
等
の
意
見
を
反
映
で
き
る
者

を
加
え
る
予
定
で
あ
る
。

②
認
定
家
庭
福
祉
員
は
低
年
齢
児

を
対
象
と
し
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
重

要
な
担
い
手
で
、
こ
れ
ま
で
も
支
援

体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
て
お
り
、
支
援
・
連
携
の
方

法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

小
川
駅
周
辺
は
ユ

デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く

都市

整備
ニ
バ
ー
サ
ル

リ
を
目
指
そ
う L

ワ
壱
イ
フ
ァ
イ

ら
、
道
路
整
備
に
よ
る
影
響
を
低
減

す
る
配
慮
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

②
木
造
住
宅
で
は
建
築
構
造
上
困

難
な
こ
と
、
ま
た
、
一
定
規
模
以
上

の
事
業
で
は
都
が
指
導
し
て
い
る
の

で
、
市
が
義
務
づ
け
る
考
え
は
な
い
。

※
エ
コ
ロ
ー
ド
と
は

一
般
に
、
道
路
整
備
等
に
お
い
て

地
域
に
お
け
る
生
態
系
の
保
全
や
共

生
に
配
慮
さ
れ
た
道
路
の
こ
と
。

小
平
駅
北
口
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

岩
本
博
子
議
員
垂
ネ
）
①
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
と
い
う
視
点

は
欠
か
せ
な
い
が
、
市
の
認
識
は
。

②
進
捗
状
況
も
含
め
情
報
提
供
と

意
見
聴
取
を
積
極
的
に
す
べ
き
で
は
。

市
長
①
駅
前
再
開
発
と
い
う
大
き

な
地
域
課
題
を
自
分
た
ち
の
身
近
な

問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
で
、
お

の
ず
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
盛

り
上
が
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

②
再
開
発
協
議
会
に
移
行
後
も
役

員
と
連
携
し
、
広
報
紙
の
発
行
や
機

会
を
と
ら
え
て
説
明
会
を
開
催
す
る

な
ど
情
報
発
信
に
努
め
た
い
。

ぐ
小
平
駅
北
口
街
づ
く
り
協
議
会
の

勉
強
会

ぐ
小
平
第
１
号
踏
切

市
長
①
都
の
踏
切
対
策
基
本
方
針

で
重
点
踏
切
の
一
つ
と
し
て
抽
出
さ

れ
て
お
り
、
交
通
問
題
の
発
生
や
地

永
田
政
弘
議
員
霞
和
）
①
小
平

駅
西
側
に
あ
る
小
平
第
１
号
踏
切
の

現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

②
小
平
駅
構
内
の
自
転
車
へ
の
対

応
を
ど
う
考
え
る
か
。

性
向
上
の
一
助
に
な
る
と
考
え
る
。

虻
川
浩
議
員
（
公
盟
①
小
平

第
１
号
踏
切
で
の
調
査
結
果
は
。

②
現
在
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め

の
具
体
的
対
策
は
あ
る
か
。

市
長
①
１
時
間
ご
と
の
ピ
ー
ク
時

間
帯
は
午
前
８
時
台
及
び
午
後
６
時

台
で
、
連
続
で
は
な
い
が
ピ
ー
ク
－

時
間
の
遮
断
時
間
が
如
分
以
上
と
い

う
状
況
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
進
路

を
譲
り
合
わ
な
い
歩
行
者
が
全
体
の

流
れ
を
妨
げ
る
状
況
も
確
認
さ
れ
た
。

②
踏
切
自
体
の
改
良
以
外
に
も
、

利
用
者
の
ル
ー
ル
順
守
や
マ
ナ
ー
向

上
を
図
る
こ
と
が
踏
切
全
体
の
安
全

小
平
第
１
号
踏
切
と
小
平
駅

構
内
の
自
転
車
通
行
に
つ
い
て

②
市
の
施
設
に
早
急
に
ｗ
ｉ
ｌ
Ｆ
ｉ

喜
平
橋
す
い
す
い
プ
ラ
ン
の

進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
盟
現
在
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
東
京
都
北
多
摩
北
部
建
設
事

務
所
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
型

年
度
は
喜
平
橋
か
ら
南
側
へ
向
か
う

都
道
蝿
号
線
の
東
側
歩
道
部
分
で
の

電
線
共
同
溝
設
置
工
事
及
び
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
エ
事
を
実
施
し
、
同
時
に
用

地
取
得
に
向
け
た
交
渉
を
進
め
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
事
業
の
終

了
時
期
は
一
部
用
地
の
取
得
が
難
航

し
て
い
る
の
で
未
定
と
聞
い
て
い
る
。

再
び
、
小
平
駅
西
側
の
小

踏
切
は
あ
か
ず
の

平
第
１
号

踏
切
か

②
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

の
管
理
施
設
で
自
転
車
の
通
行
は
認

定
方
法
に
つ
い
て

Ｃ
何
輯
当
隅
筑
弓
謂
目
四
昂
直
Ｕ
｛
宗
の
策

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

と
か
ら
施
設
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
て

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
通
信

費
等
の
経
済
的
負
担
等
が
生
じ
る
こ

域
の
分
断
に
よ
る
生
活
の
不
便
等
の

課
題
が
あ
る
踏
切
と
認
識
し
て
い
る
。

②
駅
構
内
は
西
武
鉄
道
株
式
会
社

を
給
付
し
て
い
る
。

障
害
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
周
辺
機
器

及
び
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
等

害
１
級
ま
た
は
２
級
の
人
に
対
し
、

市
長
①
視
覚
障
害
や
上
肢
機
能
障

を
設
置
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

者
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
補
助
を
行

永
田
政
弘
議
員
霞
和
）
①
障
害

の
規
格
も
自
転
車
の
利
用
は
で
き
な

い
現
状
で
あ
る
。

っ
て
い
る
か
。

社
会
参
加
の
支
援
に
つ
い
て

障
が
い
害
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る

め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

画一／


